
は
じ
め
に

ほ
ぼ
同
時
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る

『

古
事
記』

『
日
本
書
紀』

。
こ

の
二
つ
の
歴
史
書
を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が

明
確
化
さ
れ
て
き
た
。『

古
事
記』

は
天
皇
賛
美
と
い
う
主
題
を
も
つ

作
品
で
あ
る
こ
と
、『

日
本
書
紀』

は
中
国
の
史
書
に
準
拠
し
た
作
品

で
あ
る
こ
と
が
通
説
に
な
り
つ
つ
あ
る

(

１)

。

近
年
、『

古
事
記』

の
文
学
性
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
み
、
物
語
と

し
て
論
究
す
る
試
み
が
多
く
世
に
出
さ
れ
て
い
る
。
対
し
て
、『

日
本

書
紀』

の
文
学
性
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
感
が
あ
る
。

国
家
の
歴
史
、
と
く
に
政
治
史
を
残
そ
う
と
し
て
い
る『

日
本
書
紀』

に
お
い
て
は
、
天
皇
を
戴
く
国
家
体
制
の
根
拠
に
関
し
て
、『

古
事
記』

と
は
異
な
る
特
有
の
把
握
が
な
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る

(

２)

。

『

日
本
書
紀』

は
漢
籍
に
よ
る
造
作
・
潤
色
の
多
い
表
現
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
叙
述
さ
れ
る

｢

史
実｣

(

編
纂
者
た
ち
が
史
実
だ
と
主
張
す
る

過
去
の
出
来
事)

は
日
本
国
家
の
歴
史
と
し
て
不
可
欠
な
情
報
で
あ
る
。

そ
の

｢

史
実｣

を
読
み
手
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
叙
述
し
た

も
の
が

『

古
事
記』

『

日
本
書
紀』

の

｢

歴
史｣

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら

｢

歴
史｣

と
書
く
場
合
は
、
そ
の
叙
述
に

｢

か
た
り

(

型
り)｣

の
意
識

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
話
型
を
礎
と
し
つ
つ
造
作
・
潤
色

が
な
さ
れ
た
表
現
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

『

古
事
記』

『

日
本
書
紀』

が

｢

史
実｣

を
、
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て

い
る
か
。
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本
稿
で
は
、
両
書
が
共
通
し
て

｢

史
実｣

と
認
め
て
い
る
崇
神
天
皇

条
の

｢
う
た
う
少
女｣

の
説
話
を
取
り
上
げ
、
検
討
し
て
み
た
い
。

な
お
、
以
下
、『

古
事
記』

は

『

記』

、『

日
本
書
紀』

は

『

書
紀』

と
略
す
。

一

童
謡

(
ワ
ザ
ウ
タ)

と
は

ま
ず
は
両
書
が

｢

史
実｣

と
認
め
て
い
る
部
分
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。

『

記』

に
よ
れ
ば
、
高
志
の
国
に
派
遣
さ
れ
た
大
毘
古
命
は
山
代
の

幣
羅
坂
で
奇
妙
な
歌
を
う
た
う
少
女
に
遭
遇
す
る
。『

書
紀』

で
は
和

珥
坂

(

別
伝
で
は
山
背
の
平
坂)

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
坂
と
い
う
境

界
で
あ
る
こ
と
は
共
通
す
る
。
少
女
の
歌
は

『

記』

歌
謡

(
第
�
番)

と

『

書
紀』

歌
謡

(

第
�
番)

と
で
表
現
に
違
い
が
あ
る
が
、
タ
ケ
ハ

ニ
ヤ
ス
の
謀
反
を
諷
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
両
書
で
共
通
す
る
。

す
な
わ
ち
、
崇
神
天
皇
の
治
世
、
正
体
不
明
の
少
女
が
坂
に
あ
ら
わ

れ
、
崇
神
天
皇
の
命
の
危
う
さ
を
警
告
す
る
う
た
を
歌
っ
た
と
い
う
筋

書
き
は
両
書
が
み
と
め
る

｢

史
実｣

だ
と
い
え
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
坂
に
あ
ら
わ
れ
た
少
女
の
歌
は
中
国

の
童
謡
に
類
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

『

書
紀』

に
は
童
謡
、
す
な
わ
ち
ワ
ザ
ウ
タ
と
み
る
べ
き
歌
謡
が
約

十
首
あ
る
。
論
の
便
宜
上
、『

国
史
大
辞
典

(

３)』

の
川
副
武
胤
に
よ
る
解

説
を
載
せ
て
お
く
。

古
代
歌
謡
の
一
名
称
。
謡
歌
と
も
。『

日
本
書
紀』

巻
二
十
四

(

皇
極
紀)

に
、
謡
歌
三
首
お
よ
び
三
輪
山
の
猿
の
歌
を
含
め
て

四
首
、
同
巻
二
十
六

(

斉
明
紀)

に
一
首
、
同
巻
二
十
七

(

天
智

紀)

に
五
首
。
歌
詞
を
伴
わ
な
い｢

童
謡｣

の
語
一
ヵ
所
が
あ
る
。

童
謡
・
謡
歌
の
語
は
書
紀
に
固
有
で
、
前
記
の
巻
に
集
中
し
、
事

件
の
前
兆
・
予
言
を
示
す
歌
で
あ
る
。『

古
事
記』

に
は
こ
の
語

は
み
え
な
い
。
し
か
し

『

古
事
記』

の
物
語
歌
た
と
え
ば
神
武
天

皇
崩
後
の
段
の
伊
須
気
余
理
比
売
の

｢

狭
井
河｣

の
歌
や
、
崇
神

記
の
腰
裳
着
る
少
女
の

｢

御
真
木
入
日
子
は
や｣

の
歌
は
右
と
同

類
で
あ
る
。『

古
事
記
伝』

『

稜
威
言
別』

は

｢

わ
ざ
う
た｣

を
神

の
予
言
の
意
に
解
し
た
。
こ
れ
は
漢
土
古
典
の
童
謡
観
を
う
け
た

説
で
、｢

童
謡｣

｢

謡
歌｣

の
語
も
そ
の
借
用
で
あ
る
。
重
大
な
事

件
の
徴
や
神
意
は
無
垢
な
小
童
の
語
に
示
現
す
る
と
い
う
観
念
に

基
づ
く
。『

日
本
書
紀』

の
場
合
、
わ
ざ
う
た
の
ワ
ザ
は
ワ
ザ
ハ

ヒ
に
通
じ
、
凶
事
の
予
言
が
多
い
。
し
か
し
皇
極
紀
童
謡
は
す
べ
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て
事
件
と
無
関
係
の
独
立
の
歌
謡
を
、
事
件
後
そ
れ
に
結
び
つ
け

て
そ
の
前
兆
と
解
し
、
潤
色
の
た
め
挿
入
し
た
も
の
。
こ
の
よ
う

な
手
法
は
歌
謡
の
採
録
以
外
に
も
み
ら
れ
る
。
天
智
紀
の
そ
れ
は

同
じ
く
前
兆
・
予
言
も
あ
る
が
、
巻
五(

崇
神
天
皇
六
十
年
条)

・

巻
二
十
三

(
舒
明
天
皇
即
位
前
紀)

ほ
か
の
時
人
歌
、
巻
十
五

(

顕
宗
天
皇
即
位
前
紀)

の
当
世
詞
人
歌
の
よ
う
な
時
事
の
批
評

に
類
す
る
も
の
も
あ
る
。
童
謡
は
別
に

『

日
本
後
紀』
『

続
日
本

後
紀』

『

三
代
実
録』

に
一
首
ず
つ
み
え
、
後
者
に
、
別
に
歌
詞

は
伴
わ
な
い
が
、｢

童
謡｣

の
存
在
を
記
述
す
る
文
が
あ
る
。
ま

た

『

日
本
霊
異
記』

巻
下
に

｢

歌
咏｣
｢
咏
歌｣

と
み
え
る
も
の

も
こ
の
種
で
あ
る
。

右
の
解
説
に
あ
る
よ
う
に
、
上
代
歌
謡
の
童
謡
と
は
、
事
件
の
前
兆

や
予
言
を
示
す
神
意
的
な
歌
だ
と
解
さ
れ
て
い
る
。
童
謡
と
い
う
漢
語

が
、
ワ
ザ
ウ
タ
と
訓
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
本
居
宣
長

(

４)
は

｢
諺

は
許
刀
和
邪｣

と
訓
み
、｢

許
刀
は
言
、
和
邪
は
、
童
謡(

ウ
タ
ワ
ザ)
、

禍
、
俳
優

(

ワ
ザ
ヲ
ギ)

な
ど
の
和
邪
と
同｣

じ
と
し
、｢

神
の
歌
は

せ
た
ま
ふ
を
和
邪
歌
と
云｣

と
述
べ
た
。
ま
た
、｢

童
謡
と
は
、
時
の

異
変
を
、
善
悪
と
も
に
神
の
謡
は
し
め
給
ふ
を
云
。
即
和
邪
は
、
神
態

の
和
邪
な
り｣

と
橘
守
部

(

５)

も
述
べ
、
神
が
神
と
は
別
の
存
在
に
神
の
言

葉
を
歌
わ
せ
て
い
る
も
の
と
理
解
す
る
。

ま
た
漢
語

｢

詩
妖｣

と
い
う
語
を
日
本
語
に
移
し
た
も
の
が
ワ
ザ
ウ

タ
だ
と
指
摘
し
た
の
は
益
田
勝
実

(

６)

で
あ
っ
た
。『

晋
書』

五
行
志
に
は

｢

詩
妖｣

の
条
が
あ
り
、｢

景
初
初
、
童
謠
曰
�
阿
公
阿
公
駕
馬
車
、
不

意
阿
公
東
渡
河
、
阿
公
來
還
當
�
何
�
及
宣
帝
遼
東
歸
、
至
白
屋
、
當

還
鎮
長
安
。
會
帝
疾
篤
、
急
召
之
、
乃
乘
追
鋒
車
東
渡
河
、
終
如
童
謠

之
言
。｣

と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
掲
げ
、｢

｢

童
謡｣

を

｢

詩

妖｣

と
し
て
の

｢

童
謡｣

を
用
い
て
、
あ
る
時
代
社
会
の
世
相
を
叙
述

し
よ
う
と
し
た
人
び
と
の
姿
勢
に
も
、
ど
う
も
わ
れ
わ
れ
と
違
う
、
も
っ

と
深
い
中
国
文
化
と
の
か
か
わ
り
あ
い
か
た
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
う｣

と
述
べ
た
。

一
方
で
、
問
題
の
少
女
の
歌
謡
は
中
国
式
の
予
言
歌

(

童
謡)

が
日

本
に
導
入
さ
れ
る
以
前
の
も
の
だ
と
い
う
説
が
あ
る
。
多
田
一
臣

(

７)

は
、

童
謡
の
意
味
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
隠
れ
た
神
の
意
志
が

歌
に
よ
っ
て
顕
現
さ
れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
一

面
に
お
い
て
は
、
歌
と
い
う
特
殊
な
言
語
形
態
に
対
す
る
信
仰
の

所
産
で
あ
り
、
古
く
は
崇
神
天
皇
十
年
九
月
、
和
珥
坂
上
の
少
女

の
歌
に
よ
っ
て
武
埴
安
彦
の
陰
謀
が
予
兆
さ
れ
た
例
か
ら
も
知
ら

れ
る
よ
う
に
、
歌
の
形
式
に
よ
っ
て
神
意
の
啓
示
を
得
る
こ
と
は
、
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我
国
固
有
の
信
仰
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
説
き
、
崇
神
天
皇
条
の
少
女
の
ウ
タ
は

｢

ワ
ザ
ウ
タ
的
性
格
の
先
蹤

を
示
す
も
の｣

と
し
た
。
前
述
の
解
説
も
崇
神
天
皇
条
の
少
女
の
ウ
タ

を｢

右
と
同
類
で
あ
る｣

と
述
べ
る
が
、
果
た
し
て『

記』

と『

書
紀』

と
と
も
に
童
謡
と
理
解
し
て
よ
い
の
か
。

土
橋
寛

(

８)

は
ま
た
少
女
の
ウ
タ
は

｢

神
が
少
女
の
口
を
借
り
て
未
来
に

起
こ
る
こ
と
を
予
言
す
る
と
い
う
信�

仰�

に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の｣

と
し
、｢

謀
反
事
件
を
語
る
物
語
述
作
者
が
作
っ
た
物
語
歌
で
あ
る
に

す
ぎ
な
い｣

と
述
べ
る
。
そ
し
て
古
代
中
国
の
童
謡
と
�
惑

(

火
星)

と
の
影
響
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

『

晋
書』

天
文
志
の

｢

�
惑
は
降
り
て
童
兒
と
為
り
、
歌
謡
嬉
戯
す｣

や
、
前
掲
の

『

晋
書』

五
行
志
の

｢

詩
妖｣

に
あ
る
、

孫
休
永
安
三
年
、
将
守
質
子
羣
遊
嬉
戯
、
有
異
兒
忽
来
言
曰

｢

三

公
�
、
司
馬
如
。｣

又
曰
、｢

我
非
人
、
�
惑
星
也
。｣

言
畢
上
昇
、

仰
視
若
曳
一
疋
練
有
頃
没
。
干
寶
曰

｢

後
四
年
而
蜀
亡
、
六
年
而

魏
廃
、
二
十
一
年
而
呉
平
。｣

於
是
九
服
帰
晋
。
魏
興
呉
蜀
並
国
、

｢

三
公
�
、
司
馬
如
。｣

之
謂
也
。

を
根
拠
に
、
天
か
ら
舞
い
降
り
た
�
惑
の
化
身
で
あ
る
童
子
が
天
の
声

を
告
げ
る
予
言
を
、
地
上
の
童
子
を
介
し
て
童
謡
に
し
て
歌
わ
せ
る
と

い
う
考
え
方
が
日
本
に
も
伝
来
し
、『

扶
桑
略
記』

敏
達
天
皇
九
年
六

月
条
に
影
響
し
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
、

中
国
の
童
謡
は
、
社
会
的
事
件
を
予
言
し
た
歌
と
そ
れ
を
批
評

し
た
歌
と
が
あ
る
が
、
後
者
は
も
ち
ろ
ん
、
前
者
も
、
歌
詞
そ
の

も
の
が
事
件
を
歌
っ
て
い
る
か
ら
、
事
件
発
生
の
後
に
創
作
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
そ
れ
ら
は
殆
ど
す
べ
て
史
書

の
述
作
者
に
よ
る
創
作
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
自
然
現

象
や
社
会
現
象
は
、
人
事
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
融
即
的
世

界
観
の
中
国
的
な
発
展
と
も
い
う
べ
き
讖
緯
思
想
に
基
づ
く
史
書

述
作
の
方
法
で
あ
っ
た
。

｢

古
事
記｣

に
も
建
波
遠
夜
須
毘
古
命
の
謀
叛
を
予
言
す
る
幣

羅
坂
の
少
女
の
歌

(

記
�)

や
、
当
芸
志
美
茨
命
の
謀
叛
を
予
言

す
る
伊
須
気
余
理
比
売
の
歌

(

記
�
・
�)

が
あ
る
が
、
こ
れ
ら

は
神
が
少
女
や
巫
女
の
口
を
通
じ
て
未
来
を
予
言
す
る
と
い
う
信

仰
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
物
語
歌
で
あ
り
、
そ
し
て
表
現
が
暗
示

的
・
諷
刺
的
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
中
国
の
童
謡
と
よ
く
似
て
い

る
。
た
だ
し
中
国
の
童
謡
は
、
誰
が
、
誰
に
対
し
て
て
歌
う
と
い

う
こ
と
は
な
く
、
一
般
的
な
妖
祥
現
象
と
同
様
に
考
え
ら
れ
て
い

る
の
に
対
し
て
、『

古
事
記』

の
予
言
の
歌
は
、
神
ま
た
は
伊
須
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気
余
理
比
売
と
い
う
特
定
の
存
在
が
、
事
件
の
当
事
者
に
対
し
て

予
告
す
る
も
の
で
あ
る
点
に
特
長
が
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
は

託
宣
的
な
予
言
の
歌
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

と
説
い
て
い
る
。
中
国
の
童
謡
の
文
化
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
、
日
本
に

も
古
く
か
ら
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
土
俗
的
な
文
化
と
融
合
し
た
歌
謡

が
ワ
ザ
ウ
タ
で
あ
る
と
す
る
。

二

崇
神
記
の
少
女
と

｢

裳｣

確
か
に
、『

記』

の

｢

う
た
う
少
女｣
は
｢
託
宣
的
な
予
言
の
歌｣

で
あ
り
、｢

我
国
固
有
の
信
仰
に
も
と
づ
く
も
の｣
の
よ
う
に
表
現
さ

れ
て
い
る
。
引
用
す
る
と
、

又
、
此
之
御
世
、
大
毘
古
命
者
、
遣
二

高
志
道
一

、
其
子
建
沼
河

別
命
者
、
遣
東
方
十
二
道
而
、
令
レ

和
二

平
其
麻
都
漏
波
奴
自
摩
下
五

字
以
音

人
等
一

。
又
、
日
子
坐
王
者
、
遣
二

旦
波
国
一

、
令
レ

殺
二

玖
賀
耳
之

御
笠
一

。
此
人
名
者
也
。
玖

賀
二
字
以
音
。

故
、
大
毘
古
命
、
罷
二

往
於
高
志
国
一

之
時
、

服
二

腰
裳
一

少
女
、
立
二

山
代
之
幣
羅
坂
一

而
、
歌
曰
、

美
麻
紀
伊
理
毘
古
波
夜

美
麻
紀
伊
理
毘
古
波
夜

意
能
賀

袁
袁

奴
須
美
斯
勢
牟
登

斯
理
都
斗
用

伊
由
岐
多
賀
比

麻
幣
都
斗
用

伊
由
岐
多
賀
比

宇
�
々
波
久

斯
良
爾
登

美
麻
紀
伊
理
毘
古
波
夜
。

於
是
、
大
毘
古
命
、
思
レ

怪
、
返
レ

馬
、
問
二

其
少
女
一

曰
、｢

汝
所

謂
之
言
、
何
言｣

。
爾
、
少
女
答
曰
、

｢

吾
勿
レ

言
、
唯
、
爲
レ

詠
レ

歌
耳｣

、
即
不
見
其
所
如
而
忽
失
。
故
、
大
毘
古
命
、
更
還
参
上
、

請
於
天
皇
時
、
天
皇
答
詔
之

｢

此
者
、
為
下

在
二

山
代
国
一

我
之
庶

兄
建
波
邇
安
王
、
起
二

邪
心
一

之
表
上

耳
。
波
邇
二
字

以
音
。

伯
父
、
興
レ

軍
宜
レ

行｣

。
即
、
副
二

丸
邇
臣
之
祖
・
日
子
国
夫
玖
命
一

而
遣
時
、
即
於
二

丸
邇
坂
一

居
二

忌
瓮
一

而
、
罷
往
。
於
是
、
到
二

山
代
之
和
訶
羅
河
一

時
、
其
建
波
邇
安
王
、
興
レ

軍
待
遮
、
各
中
挟
レ

河
而
、
対
立
相
挑
。

故
、
号
二

其
地
一

謂
二

伊
杼
美
一

。
今
謂
伊
豆

美
也
。

(『

記』

崇
神
天
皇
条)

と
な
る
。
右
の
記
述
の

｢

少
女｣

は

『

記』

の
な
か
で
こ
の
箇
所
に
し

か
用
い
ら
れ
な
い
。『

記』

に
は
女
性
を
意
味
す
る
漢
語
に

｢

童
女｣

｢

嬢
子｣

｢

女
人｣

｢

嬢
女｣

な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の

女
性
と
は
異
な
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
留
意
す
べ
き
は

｢

服
腰
裳｣

と
い
う
表
現
で
あ
る
。『

記』
に
お
い
て
腰
裳
を
服つ

け
る
少
女
と
い
う
描
写
は

｢

守
護
す
る
者｣

と
い

う
物
語
的
意
味
を
も
つ
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。
表
１
に
ま
と
め
た
よ
う
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に
、『

古
事
記』

で
は
、
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
、
少
女
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
、

神
功
皇
后
に
の
み

｢

裳｣

の
記
載
が
無
い
。
こ
の
点
は
別
稿
に
て
論
じ

る
が
、
こ
の
用
例
か
ら

｢

裳｣

は

｢

守
護
す
る
者｣

の
特
徴
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る

(

�)

。

表
１

参
考
に
す
べ
き
は

『

万
葉
集』

巻
�
・
四
二
六
五
番
歌
で
あ
る
。

四
舶

よ
つ
の
ふ
ね

早
還
来
等

は
や
か
へ
り
こ
と

白
香
著

し
ら
か
つ
け

朕
裳
裙
尓

わ
が
も
の
す
そ
に

鎮
而
将
待

い
は
い
て
ま
た
む

こ
の
歌
は
孝
謙
天
皇
の
歌
で
あ
り
、｢

勅
二
一

従
四
位
上
高
麗
朝
臣
福

信
一

遣
二

於
難
波
一

、
賜
二

酒
肴
入
唐
使
藤
原
朝
臣
清
河
等
一

御
歌
一
首
并

短
歌｣

と
い
う
題
詞
か
ら
入
唐
使
を
見
送
る
際
の
歌
と
考
え
ら
れ
る
。

歌
の
内
容
に
不
明
な
点
が
あ
る
が
、｢

裳
の
裾｣

に
無
事
帰
っ
て
く

る
こ
と
を

｢

斎い
は

ふ｣

、
ま
じ
な
い
を
す
る
と
詠
ん
で
い
る
。『

記』

の
筆

録
者
は
、
少
女
に

｢

腰
裳｣

と
い
う
衣
裳
を
着
け
さ
せ
る
こ
と
で
守
護

す
る
神
的
女
性
た
ら
し
め
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
崇
神
記
の
問

題
は
別
稿
で
詳
し
く
述
べ
る
。

中
国
の
童
謡
文
化
が
先
か
、
我
国
固
有
の
信
仰
に
も
と
づ
く
も
の
か
、

現
在
の『

記
紀』

に
お
い
て
そ
れ
を
判
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
だ
が
、

そ
の
物
語
に
使
用
さ
れ
る
表
現
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
録
者
が
思
い
描

く
人
物
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

�
惑
の
伝
承
、
崇
神
記
、
崇
神
紀
か
ら
、｢

神
が
幼
童
を
通
じ
て
不

吉
な
状
況
を
警
告
す
る｣

と
い
う
共
通
要
素
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

る
。
ひ
と
つ
の
基
本
と
す
る
話
型
に
対
し
て
、『

記』
『

書
紀』

の
筆
録

者
が
独
自
の
考
え
の
も
と
に
説
明
を
加
え
、
物
語
を
形
成
し
て
い
る
。

で
は
、
次
に

『

書
紀』

の
伝
承
に
目
を
向
け
、
そ
の
表
現
の
あ
り
方

を
考
察
し
て
み
る
。

三

崇
神
紀
の
少
女
と

｢

歌
怪｣

『

書
紀』
が
成
立
し
た
養
老
四
年
、
そ
の
年
は
元
正
天
皇
が
最
も
頼
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神
・
人

『
記』

に
お
け
る

｢

裳｣

の
使
用
例

ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ

出
胸
乳
、
裳
緒
忍
垂
於
番
登
。

う
た
う
少
女

服
腰
裳
少
女
、
立
山
代
之
幣
羅
坂
而
歌
曰
…
…

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル

小
碓
命
、
給
其
姨
倭
比
売
命
之
御
衣
御
裳
…
…

神
功
皇
后

石
以
纏
御
裳
之
腰
而
、
渡
竺
紫
国
…
…



り
に
し
て
い
た
だ
ろ
う
藤
原
不
比
等
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地

震
と
い
っ
た
自
然
災
害
、
異
常
気
象

(

�)

な
ど
が
頻
発
し
て
い
た
。

次
の
年
の
養
老
五
年
、
元
正
天
皇
は
次
の
よ
う
な
詔
を
発
表
し
た
。

去
庚
申
年
、
咎
徴
屡
見
、
水
旱
並
臻
、
平
民
流
没
、
秋
稼
不
レ

登
。

ａ○

国
家
騒
然
、
万
姓
苦
労
。
遂
則
朝
庭
儀
表
、
藤
原
大
臣
奄
焉
薨

逝
。
朕
心
哀
慟
。
今
亦
去
年
ｂ○

災
異
之
余
、
延
及
二

今
歳
一

、
亦
猶

風
雲
気
色
、
有
レ

違
二

于
常
一

。
ｃ○

朕
心
恐
懼
、
ｄ○

日
夜
不
レ

休
。
然

聞
二

之
ｅ○

旧
典
一

、
ｆ○

王
者
政
令
不
レ

便
レ

事
、
天
地
譴
責
以
示
二

咎
徴
一

。

ｇ○

或
有
レ

不
レ

善
、
所
レ

致
二

之
異
一

乎
。
今
汝
臣
等
位
高
任
大
。
豈

得
レ

不
レ

馨
二

忠
情
一

乎
。
故
有
二

政
令
不
�

便
レ

事
、
悉
陳
无
レ

諱
。
直

言
尽
レ

意
、
無
レ

有
レ

所
レ

隠
。
朕
将
二

親
覧
一

。
於
レ

是
、
公
卿
等
奉
二

勅
詔
一

退
、
各
仰
二

属
司
一

令
レ

言
二

意
見
一

。

(『

続
日
本
紀』

養
老
五
年
二
月
甲
午
詔)

養
老
四
年
、
天
か
ら
の
咎
め
の
表
徴
と
い
う

｢

咎
徴｣

が
し
ば
し
ば

見
ら
れ
、
洪
水
や
干
ば
つ
が
と
も
に
発
生
し
、
平
民
は
流
浪
し
没
落
、

秋
の
収
穫
も
不
作
で
あ
っ
た
。
国
家

く
に
の
う
ち

が
騒
然
と
な
り
、
総
て
の
人
が

苦
労
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
つ
い
に
は
朝
廷
の
模
範
で
あ
っ
た
右
大
臣

藤
原
不
比
等
大
臣
が
急
逝
し
、
元
正
天
皇
は
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る
。
そ

れ
ら
の
出
来
事
を

｢

災
異｣

と
呼
び
、
今
年
も
ま
た
そ
の
災
異
が
続
い

て
い
る
こ
と
、
風
や
雲
の
様
子
も
通
常
と
異
な
る
こ
と
が
あ
り
、
傍
線

部
ｃ○
の
よ
う
に

｢

恐
懼｣

し
、
昼
も
夜
も
休
む
こ
と
が
で
き
な
い
と
あ

る
。
さ
ら
に
、
傍
線
部
ｅ○

｢

旧
典

(

�)｣

に
拠
れ
ば
、
王
者
の
政
令
が
事
に

そ
ぐ
わ
な
い
時
、
天
地
が
そ
れ
を
ｆ○

｢

譴
責｣

、
す
な
わ
ち
叱
り
責
め
、

咎
徴
を
示
す
と
あ
る
ら
し
い
。｢

旧
典｣

と
は『

漢
書』

や『

後
漢
書』

、

『

春
秋
繁
露』

な
ど
の
よ
う
な
漢
籍
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
災

異
説
を
説
く
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

災
異
説
と
は
前
漢
の
董
仲
舒
が
唱
え
た
思
想
で
、
君
主
の
政
治
と
自

然
現
象
と
の
関
係
と
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
し
、
君
主
が
善
政
を
行

え
ば
天
は
祥
瑞
を
下
し
て
嘉
賞
し
、
君
主
が
悪
政
を
行
え
ば
、
天
は
地

震
や
日
食
や
洪
水
な
ど
の
災
異
・
怪
異
を
下
し
て
君
主
を
譴
責
す
る
と

い
う
思
想
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
思
想
は
す
で
に
、『

書
紀』

の
表
現
に
も
見
ら
れ
る
。

當
二

此
時
一

、
妖
氣
稍
動
、
叛
者
一
二
始
起
。
於
是
天
皇
、
夙
興
夜

寐
、
輕
レ

賦
薄
レ

斂
、
以
寛
二

民
萌
一

、
布
レ

�
施
レ

惠
、
以
振
二

困
窮
一

、

弔
レ

死
問
レ

疾
、
以
養
二

孤
孀
一

。
是
以
、
政
令
流
行
、
天
下
太
平
、

廿
餘
年
無
レ

事
矣
。

(『

日
本
書
紀』

仁
徳
天
皇
条)

右
の
記
事
は
仁
徳
紀
六
十
七
年
の
も
の
だ
が
、｢

妖
気｣

が
動
き
、
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叛
く
者
が
一
人
二
人
初
め
て
現
れ
た
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
天
皇
は

朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
寝
る
ま
で
政
務
に
努
め
、
仁
政
を
行
っ
た
。
結
果

｢

妖
気｣
は
収
ま
り
、
天
下
は
太
平
の
世
と
な
り
、
天
皇
が
崩
御
す
る

ま
で
続
い
た
と
語
る
。

『

書
紀
集
解

(

�)』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
こ
は
、『

淮
南
子』

脩
務
訓

に
あ
る
、

湯
夙
興
夜
寐
、
以
致
聰
明
、
輕
賦
薄
斂
、
以
�
民
氓
、
布
�
施
惠
、

以
振
困
窮
、
吊
死
問
疾
、
以
養
孤
孀
、
百
姓
親
附
、
政
令
流
行
。

を
典
拠
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、｢

妖
気｣

や
反
逆
者
と

い
っ
た
災
異
が
生
じ
た
の
で
、
徳
政
を
行
い
、
天
の
譴
責
に
応
え
た
と

い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
元
正
天
皇
の
詔
に
も
類
似
表

現
ｄ○

｢

日
夜
不
休｣

が
み
ら
れ
る
こ
と
に
も
注
目
す
る
。
天
人
相
関
説

で
は
、
天
子
に
失
政
の
兆
し
が
あ
れ
ば
天
の
意
志
に
よ
っ
て
災
害
異
変

が
起
き
、
天
子
の
理
解
・
反
省
が
足
り
な
け
れ
ば
、
天
は
怪
異
を
起
こ

し
て
警
告
す
る
と
い
う
。
よ
っ
て
、｢

反
省
す
る
天
子
像｣

が
描
か
れ

る
。
元
正
天
皇
詔
に
戻
れ
ば
、
傍
線
部
ｇ○
に
あ
る
よ
う
に
、
自
ら
の
政

治
が
善
く
な
い
の
で
、｢(

災)

異｣

が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
し
て
い
る
。
こ
の
自
ら
の
行
い
を
省
み
る
態
度
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

養
老
五
年
に
こ
の
よ
う
な
詔
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
官

人
の
教
養
に
災
異
説
、
そ
し
て
天
人
相
関
説
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え

る
。
す
な
わ
ち
、『

書
紀』

筆
録
者
は
災
異
説
を
知
る
官
人
た
ち
を
読

者
と
想
定
し
て
表
現
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
表
現
の
あ
り
方
を
踏
ま
え
た
上
で
、『

書
紀』

の
崇
神

天
皇
条
に
あ
る

｢

う
た
う
少
女｣

の
記
事
を
考
察
す
る
。『

書
紀』

の

当
該
箇
所
を
引
用
し
、
注
目
す
る
部
分
に
波
線
を
施
し
た
。

十
年
秋
七
月
丙
戌
朔
己
酉
、
詔
二

群
卿
一

曰
導
レ

民
之
本
、
在
二

於
教

化
一

也
。
今
既
禮
二

�
祇
一

、
災
害
皆
耗
。
然
遠
荒
人
等
、
猶
不
レ

受
二

正
朔
一

、
是
未
レ

習
王
化
一

耳
。
其
選
二

群
卿
一

、
遣
二

于
四
方
一

、

令
レ

知
二

朕
憲
一

。
○
九
月
丙
戌
朔
甲
午
、
以
二

大
�
命
遣
二

北
陸
一

、

武
渟
川
別
遣
二

東
海
一

、
吉
備
津
�
遣
二

西
道
、
丹
波
道
主
命
遣
二

丹

波
一

。
因
以
詔
之
曰
、
若
有
二

不
レ

受
レ

教
者
一

、
乃
舉
レ

兵
伐
之
。
既

而
共
授
二

印
綬
一

爲
二

將
軍
一

。
○
壬
子
、
大
�
命
、
到
二

於
和
珥
坂

上
一

、
時
有
二

少
女
一

、
歌
之
曰
、
一
云
、
大
�
命
到
二

山
背
平
坂
一

、
時
道
側

有
二

童
女
一

歌
之
曰
、

瀰
磨
紀
異
利
寐
胡
播
揶

飫
迺
餓
鳥
塢

志
齊
務
苔

農
殊
末
句
志
羅
珥

比
賣
那
素
寐
殊
望
一
云

｢

於
朋
耆
妬
庸
利

于
介
伽
卑
�
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許
呂
佐
務
苔

須
羅
句
塢
志

羅
珥

比
賣
那
素
寐
須
望

於
是
、
大
�
命
異
之
、
問
二

童
女
一

曰
汝
言
何
辭
。
對
曰
勿
レ

言
也
、

唯
歌
耳
。
乃
重
詠
二

先
歌
一

、
忽
不
レ

見
矣
。
大
�
乃
還
、
而
具
以
レ

彦
奏
。
於
是
、
天
皇
姑
倭
迹
々
日
百
襲
�
命
、
聰
明
叡
智
、
能

識
二

未
然
一

、
乃
知
二

其
歌
怪
一

、
言
二

于
天
皇
一

、
是
武
埴
安
�
將
二

謀
反
一

之
表
者
也
。
吾
聞
、
武
埴
安
�
之
妻
吾
田
媛
、
密
來
之
、

取
二

倭
香
山
土
一

、
裹
二

領
巾
頭
一

而
�
曰
是
倭
國
之
物
實
、
則
反
之
。

物
實
、
此
云
二

望
能
志
呂
。
一

是
以
、
知
レ

有
レ

事
焉
。
非
二

早
圖
一

、
必
後
之
。
於
是
、

更
留
二

諸
將
軍
一

、
而
議
之
。
未
二

幾
時
一

、
武
埴
安
�
與
二

妻
吾
田

媛
一

、
謀
反
逆
、
興
レ

師
忽
至
。
各
分
レ

道
、
而
夫
從
山
背
一

、
婦

從
二

大
坂
一

、
共
入
欲
レ

襲
二

帝
京
一

。
時
天
皇
、
遣
二

五
十
狹
芹
�

命
一

、
�
二

吾
田
媛
之
師
一

。
�
遮
二

於
大
坂
一

、
皆
大
破
之
、
殺
二

吾

田
媛
一

、
悉
斬
二

其
軍
卒
一

。
復
遣
三

大
�
與
二

和
珥
臣
遠
�
�
國
葺
一

、

向
二

山
背
、
�
埴
安
�
一

。
爰
以
二

忌
瓮
一

、
鎭
二

坐
於
和
珥
武
�
坂

上
一

。
則
率
二‐
精
兵
一

、
進
登
二

那
羅
山
一

而
軍
之
。
時
官
軍
屯
聚
、

而
�
二

	
草
木
一

、
因
以
號
二

其
山
二

曰
二

那
羅
山
一

。
�
	
、
此
云
布
瀰

那
羅
須
。
更
避
二

那
羅
山
一

、
而
進
到
二

輪
韓
河
一

、
與
二

埴
安
�
一

、

挾
レ

河
屯
之
、
各
相
挑
焉
、
故
時
人
改
號
二

其
河
一

曰
二

挑
河
一

、
今

謂
二

泉
河
一

訛
也
。
…
…

(『

日
本
書
紀』

崇
神
天
皇
条)

崇
神
天
皇
に
よ
っ
て
北
陸
道
へ
派
遣
さ
れ
た
大
彦
命
は
和
珥
の
坂
の

ほ
と
り

(

別
伝
で
は
山
背
の
平
坂)

に
到
着
し
た
。
そ
こ
に
一
人
の
少

女
が
い
て
歌
を
歌
っ
て
い
る
。｢

こ
っ
そ
り
と
自
分

(

崇
神
天
皇)

の

命
を
殺
そ
う
と
し
て
い
る
者
が
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
、
若
い
娘
と

遊
ん
で
い
る
よ｣

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
大
彦
命
は
不
思
議
に
思
い
、

童
女
に
尋
ね
る
が
、
童
女
は

｢

何
も
言
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
た
だ
歌

を
歌
っ
た
だ
け
で
す｣

と
言
っ
て
、
も
う
一
度
前
の
歌
を
歌
っ
て
、
忽

然
と
姿
を
消
す
。
大
彦
命
は
引
き
返
し
て
天
皇
に
報
告
し
た
。
そ
の
時

に
側
に
い
た
の
だ
ろ
う
、
天
皇
の
姑
の
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
は
聡
明
で

叡
智
が
あ
り
、
未
来
の
こ
と
を
理
解
す
る
能
力
が
あ
っ
た
。
百
襲
姫
命

は
そ
の
歌
が
不
吉
な
前
兆
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
い
た
。｢

歌
怪

う
た
の
し
る
ま
し

｣

を
知

り
、
自
ら
が
知
り
得
て
い
た
、
武
埴
安
彦
の
妻
吾
田
媛
が
倭
の
香
山
の

土
を
領
巾
に
つ
つ
ん
で
祈
請
し

｢

是
は
倭
国
の
物
実｣

と
い
っ
て
帰
っ

た
と
い
う
情
報
と
結
び
あ
わ
せ
て
、
少
女
の
歌
は
武
埴
安
彦
の
謀
反
の

企
図
を
諷
し
た
も
の
と
判
じ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に
出
発
予
定

の
諸
将
軍
を
留
め
て
、
協
議
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
武
埴
安
彦
は
妻
の

吾
田
媛
と
謀
っ
て
反
逆
、
挙
兵
し
急
襲
し
た
。
が
、
と
も
に
敗
れ
、
夫

婦
と
も
に
殺
さ
れ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は

｢

歌
怪｣

と
い
う
表
現
で
あ
る
。
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｢
歌
怪｣

と
は
妖
異
で
あ
り
、
中
国
史
書
に
み
る
童
謡
を
意
識
し
て

の
表
現
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
少
女
の
出
現
は
妖
祥
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
、
�
惑
の
伝
説
を
強
く
意
識
し
た
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

古
代
中
国
で
は
�
惑
は
天
上
世
界
の
執
法
官
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

�
惑
は
戦
争
・
飢
饉
・
疫
病
な
ど
の
政
治
的
社
会
的
混
乱
を
禍
罰
と
し

て
下
す
夭
星

(

�)

で
あ
っ
た
。｢
う
た
う
少
女｣

の
出
現
は
、
武
埴
安
彦
の

謀
反
の

｢

史
実｣

と
も
よ
く
符
合
す
る
と
い
え
よ
う
。

四

怪
と
い
う
現
象

｢

怪

(

恠)｣

の
古
訓

｢

し
る
ま
し

(

寛
文
版
本)｣

は
不
吉
な
前
兆

を
意
味
す
る
。
こ
の

｢

怪｣

の
使
用
例
を

『

紀』

か
ら
取
り
出
し
て
み

る
と
、

�

神
功
皇
后
摂
政
元
年
二
月
条

更
�
二

小
竹
宮
一

。
小
竹
。
此
云
二

之
努
一

。
適
二

是
時
一

也
。
晝
暗
如
レ

夜
。
已
經
二

多
日
一

。
時
人
曰
。
常
夜
行
之
也
。
皇
后
問
二

紀
直
祖

豐
耳
一

曰
。
是
怪
何
由
矣
。
時
有
二

一
老
父
一

曰
。
伝
聞
。
如
レ

是
怪

謂
二

阿
豆
那
比
之
罪
一

也
。
問
。
何
謂
也
。
対
曰
。
二
�
�
者
共
合

葬
歟
。
因
以
、
令
二

推
問
一

。
巷
里
有
二

一
人
一

曰
。
小
竹
�
與
二

天

野
祝
一

共
爲
二

善
友
一

。
小
竹
�
逢
レ

病
而
死
之
。
天
野
�
血
泣
曰
。

吾
也
生
為
二

交
友
一

。
何
死
之
無
レ

同
レ

穴
乎
。
則
伏
二

屍
側
一

而
自
死
。

仍
合
葬
焉
。
蓋
是
之
乎
。
乃
開
レ

墓
視
之
実
也
。
故
更
改
二

棺
�
一

。

各
異
レ

處
以
埋
之
。
則
日
暉
炳
�
。
日
夜
有
レ

別
。

	

仁
徳
天
皇
六
十
年
十
月
条

六
十
年
冬
十
月
、
差
二

白
鳥
陵
守
等
一

充
二

役
丁
一

。
時
天
皇
親

臨
二

役
所
一

。
爰
陵
守
目
杵
、
忽
化
二

白
鹿
以
走
一

。
於
是
、
天
皇
詔

之
曰
、
是
陵
自
レ

本
空
。
故
欲
レ

除
二

其
陵
守
一

、
而
甫
差
二

役
丁
一

。

今


二

是
怪
者
一

、
甚
懼
之
。
無
二

動
陵
守
一

者
。
則
且
、
授
二

土
師

連
等
一

。

�

欽
明
天
皇
二
年
七
月
条

竊
聞
、
任
那
與
二

新
羅
一

運
レ

策
席
際
現
二

蜂
蛇
怪
一

。
亦
衆
所
レ

知
。
且
夫
妖
祥
所
二

以
戒
�

行
、
災
異
所
二

以
悟
�

人
。
當
是
、
明
天

告
戒
、
先
靈
之


表
者
也
。
禍
至
追
悔
、
滅
後
思
レ

興
、
孰
云
及

矣
。

�

斉
明
天
皇
六
年
十
二
月
条

十
二
月
丁
卯
朔
庚
寅
、
天
皇
幸
二

于
難
波
宮
一

。
天
皇
方
隨
二

�

信
所
乞
之
意
一

、
思
下

幸
二

筑
紫
一

、
將
�

遣
二

救
軍
一

。
而
初
幸
レ

斯
、

備
二

諸
軍
器
一

。
是
�
、
欲
下

爲
二

百
濟
一

、
將
伐
中

新
羅
、上
乃
勅
二

駿
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河
國
一

造
レ

船
。
已
訖
、
挽
二

至
績
麻
郊
一

之
時
、
其
船
、
夜
中
無
レ

故
、
艫
舳
相
反
。
衆
知
二

終
敗
一

。
科
野
國
言
、
蠅
群
向
レ

西
、
飛
二

踰
巨
坂
一

。
大
十
圍
許
、
高
至
二

蒼
天
一

。
或
知
二

救
軍
敗
績
之
怪
一

。

有
二

童
謠
一

曰
、

摩
比
邏
矩
都
能
倶
例
豆
例
於
能
幣
陀
乎
邏
賦
倶
能
理
歌
理

鵝
美
和
陀
騰
能
理
歌
美

烏
能
陛
陀
烏
邏
賦
倶
能
理
歌
理
鵝
甲
子
騰
和
與
騰
美
烏
能

陛
陀
烏
邏
賦
倶
能
理
歌
理
鵝

と
な
り
、
問
題
の
箇
所
を
含
め
、
全
五
例
が
見
い
だ
せ
る
。

�
の
伝
承
に
つ
い
て
は
す
で
に

『

書
紀
集
解』

に
お
い
て
、

按
、
古
語
、
謂
二

火
熱
一

為
二

阿
豆
一

今
俗
、
猶
然
以
レ

故
而
知
。
日

亦
陽
熱
。
於
レ

此
、
謂
レ

日
。

為
二

阿
豆
一

那
比
無
也
。
猶
如
レ

曰
二

無
日
罪
一

言
二
陽
合
蔵
其
罪
、

見
レ

象
天
無
レ

日
也
。

と
し
て
、｢

二
陽
合
蔵

(

陽
の
存
在
で
あ
る
男
二
人
を
一
所
に
合
葬
し

た
こ
と)｣

が
罪
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
陰
陽
錯
謬
の
状
態
が
異
常
気
象
を
惹
起
し
、
陽
の
存
在

で
あ
る
男
二
人
を
引
き
離
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
は
元
に
戻
る
。

｢

常
夜｣

は｢

怪｣

で
あ
っ
た
。
�
は
陵
守
が
白
鹿
に
な
っ
て
走
り
去
っ

た
こ
と
を

｢

怪｣

と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も

『

太
平
御
覧』

｢

妖
異
部｣

に

｢

変
化｣

の
項
が
あ
り
、
凶
兆
で
あ
る
と
い
え
る
。
�
は

｢

救
軍
敗

績
之
怪｣

す
な
わ
ち
白
村
江
の
敗
戦
の
凶
兆
で
あ
る
と
記
す
。

�
の
災
異
に
つ
い
て
の
解
説
に
注
目
す
る
。

『

紀』

に
よ
れ
ば
、
欽
明
天
皇
治
世
、
百
済
王
聖
明
王
は
日
本
と
親

善
関
係
を
む
す
び
、
新
羅
・
高
句
麗
と
対
戦
し
た
。
�
は
、
そ
の
聖
明

王
が
任
那
に
語
っ
た
説
諭
の
な
か
に
あ
る
言
葉
で
あ
る
。
任
那
と
新
羅

が
同
席
し
て
策
を
め
ぐ
ら
し
た
時
に
、
蜂
・
蛇
の
不
吉
な
前
兆
が
現
れ

た
と
い
う
。
蜂
の
例
は
な
い
が
、『

太
平
御
覧』

妖
異
部
一
に

｢

怪｣

と
し
て

｢

左
伝
荘
公
曰
、
初
、
内
蛇
与
外
蛇
斗
於
鄭
南
門
擲
�
、
内
蛇

死
。
六
年
而
�
公
入
。
公
聞
之
、
問
於
申
繻
曰
、
猶
有
妖
乎
。
対
曰
、

人
之
所
忌
、
其
気
焔
以
取
之
。
妖
由
人
興
也
、
人
無
釁
焉
、
妖
不
自
作
。

人
棄
常
則
妖
興
、
故
有
妖
也
。｣

を
載
せ
る
。
こ
の
伝
は

『

漢
書』

『

捜

神
記』

に
も
記
載
さ
れ
て
い
て
、
有
名
な
逸
話
で
あ
る
。
鄭
の
南
門
の

内
で
、
城
外
の
蛇
と
城
外
の
蛇
が
戦
い
、
城
内
の
蛇
が
死
ぬ
と
い
う
こ

と
が
あ
っ
た
六
年
後
、
傅
瑕
は
鄭
公
の
子
嬰
と
そ
の
二
人
の
子
を
殺
し

て
、
�
公
を
出
迎
え
た
。
�
公
は
二
匹
の
蛇
の
こ
と
を
申
繻
に

｢

あ
れ

は
妖
だ
っ
た
の
か｣

と
聞
き
、
申
繻
は

｢

災
異
だ｣

と
説
い
た
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
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『
書
紀』

述
作
に
利
用
さ
れ
た
類
書
と
し
て

『

芸
文
類
聚』

が
広
く

支
持
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年

『

修
文
殿
御
覧』

が
注
目
さ
れ
て
い
る

(

�)

。

『

太
平
御
覧』

は

『

修
文
殿
御
覧』

か
ら
條
文
を
載
録
し
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の

｢

怪｣

の
条
も

『

修
文
殿
御
覧』

に
載
録
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。

�
聖
明
王
の

｢

災
異
は
人
に
悟
ら
し
む
る
所
以
な
り｣

は

｢

妖
は
人

に
由
り
て
興
る
な
り｣

と
同
じ
思
想
上
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ

う
な
思
想
は

『

紀』

編
纂
当
時
の
東
ア
ジ
ア
の
常
識
で
あ
っ
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

『

太
平
御
覧』

は
さ
ら
に

｢

怪｣

の
条
に
｢
搜
神
記
曰
、
漢
武
太
始

四
年
十
月
、
趙
有
蛇
從
郭
外
入
、
與
邑
中
蛇
斗
孝
文
廟
下
、
邑
中
蛇
死
。

後
二
年
秋
、
有
衛
太
子
事
、
自
趙
人
江
充
起
。｣

を
載
せ
る
。

こ
れ
は

｢

巫
蠱
の
獄｣

の
凶
兆
で
あ
っ
た
と
す
る
伝
承
で
あ
る
。
漢

の
武
帝
の
時
、
趙
に
蛇
が
現
わ
れ
、
城
壁
の
外
か
ら
侵
入
し
て
町
の
な

か
の
蛇
と
戦
い
、
町
の
蛇
が
死
ん
だ
と
い
う
。
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
秋

に
衛
太
子
が
冤
罪
か
ら
反
乱
を
起
こ
し
殺
さ
れ
た
。
こ
れ
を

｢

巫
蠱
の

獄｣

と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
蛇
の
怪
は
反
乱
の
凶
兆
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
用
例
と

『

書
紀』

の
文
脈
か
ら
推
測
さ
れ
る
こ
と

は
、｢

蜂
蛇
怪｣

と
は
蜂
と
蛇
が
戦
い
、
ど
ち
ら
か
が
死
ぬ
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
新
全
集
の
頭
注
に
あ
る
よ
う
に
任
那
と
新

羅
二
国
が
相
戦
う
前
兆
、
も
し
く
は
任
那
が
敗
北
す
る
こ
と
の
凶
兆
で

あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
る
。

以
上
の
用
例
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は

｢

歌
怪｣

と
は
、
ま
さ
に

｢

詩
妖｣

の
観
念
を
含
み
持
つ
表
現
で
あ
り
、
災
異
で
あ
り
、『

書
紀』

に
お
い
て
は

｢

う
た
う
少
女｣

の
出
現
自
体
が
不
吉
な
こ
と
、
こ
の
ま

ま
で
は
天
皇
の
地
位
が
奪
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
理
解
で
き

る
。

五

崇
神
紀
の
災
異
と
天
人
相
関
説
の
利
用

確
か
に
崇
神
天
皇
条
は｢

天
人
相
関
説｣

の
型
に
合
わ
せ
た｢

歴
史｣

を
語
る
に
ふ
さ
わ
し
い

｢

史
実｣

が
あ
る
。

『

書
紀』

の
崇
神
天
皇
は
神
の
意
志
に
反
す
る
こ
と
を
行
っ
て
い
た

か
ら
だ
。
そ
の
た
め
に
神
は
ま
ず
災
を
下
し
て
譴
責
し
た
。
こ
の
災
と

は
｢

疫｣

で
あ
る
。

五
年
、
國
内
二

多
疾
疫
一

、
民
有
二

死
亡
者
一

、
且
大
半
矣
。

六
年
、
百
姓
流
離
、
或
有
二

背
叛
一

、
其
勢
難
二

以
�
治
一

之
。
是
以
、

晨
興
夕
�
、
請
二

罪
�
祇
一

。
先
レ

是
、
天
照
大
�
・
倭
大
國
魂
二
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�
、
並
二

祭
於
天
皇
大
殿
之
内
一

。
然
畏
二

其
�
勢
一

、
共
住
不
レ

安
。

故
、
以
天
照
大
�
、
託
豐
鍬
入
�
命
、
祭
二

於
倭
笠
縫
邑
一

、
仍

立
二

磯
堅
城
�
籬
一

。
�
籬
、
此
云
比
莽
呂
岐
。
亦
以
二

日
本
大
國
魂
�
一

、

託
二

渟
名
城
入
�
命
一

令
レ

祭
、
然
渟
名
城
入
�
、
髮
落
體
痩
而
不
レ

能
レ

祭
。

(『

書
紀』

崇
神
天
皇
条)

崇
神
天
皇
五
年
、
疫
病
が
流
行
し
、
国
の
大
半
の
民
が
死
亡
し
た
。

次
の
年
に
は
、
民
が
流
浪
し
、
叛
く
者
も
現
れ
る
。
傍
線
部

｢

晨
興
夕

�
、
請
罪
�
祇｣

に
は
朝
か
ら
政
務
に
励
み
夜
に
は
懼
れ
て
い
る
謙
虚

な
天
皇
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
表
現
は
先
に
述
べ
た
、
仁
徳
天

皇

｢

夙
興
夜
寐｣

元
正
天
皇

｢

日
夜
不
休｣
と
軌
を
一
と
す
る
表
現
で

あ
ろ
う
。
災
異
説
、
天
人
相
関
説
の

｢

型
り｣
と
言
え
る
。
神
の
意
志

に
反
す
る
こ
と
と
は
、

線
部
の
、
天
照
大
神
と
日
本
大
国
魂
二

神
を
天
皇
大
殿
の
内
に
並
べ
て
祭
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
い

わ
ゆ
る

｢

同
殿
共
床｣

は
畏
し
と
し
て
、
天
照
大
神
を
豊
鍬
入
姫
命
に

託
し
て
笠
縫
邑
に
祀
ら
せ
、
日
本
大
国
魂
神
を
渟
名
城
入
姫
命
に
託
し

て
祀
ら
せ
た
。
が
、
日
本
大
国
魂
神
の
意
思
に
反
し
た
の
か
、
渟
名
城

入
姫
は
髪
は
抜
け
落
ち
、
身
体
は
痩
せ
て
、
祭
祀
が
で
き
な
か
っ
た
と

あ
る
。

こ
の
後
、
大
物
主
神
を
祭
る
こ
と
で

｢

災
害
皆
耗｣

、
す
な
わ
ち
こ

の
災
い
は
解
消
さ
れ
た
と
天
皇
は
宣
言
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

｢

異｣

す
な
わ
ち

｢

歌
怪｣

が
生
じ
、
神
の
警
告
を
受
け
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
崇
神
紀
の
次
の
垂
仁
紀
に
お
い
て
、
天
照
大
神
が
伊
勢
へ

と
遷
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

天
照
大
神
と
日
本
大
国
魂
神
の
記
事
は

『

記』

に
は
な
い
こ
と
に
注
意

す
べ
き
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
七
年
条
で
は
天
皇
が｢

今
當
朕
世
數
有
災
害
、
恐
朝
無
善
政
、

取
咎
於
�
祇
耶
、
蓋
命
�
龜
以
極
致
災
之
所
由
也
。｣

と
自
ら
の
治
世

が
善
政
で
な
い
た
め
に
天
神
地
祇
の
お
咎
め
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か

と
述
べ
て
い
る
。
天
人
相
関
説
の
型
を
意
識
し
た
表
現
と
言
え
る
だ
ろ

う
。そ

し
て
、『

漢
書』

成
帝
紀
を
参
照
す
れ
ば
、
少
女
の
存
在
自
体
、

｢

怪｣

で
あ
っ
た
。
参
照
し
て
み
る
と
、

三
年
春
三
月
、
赦
天
下
徒
。
賜
孝
弟
力
田
爵
二
級
。
諸
逋
租
賦

所
振
貸
勿
收
。
秋
、
關
内
大
水
。
七
月
、
①

�
上
小
女
陳
持
弓
聞

大
水
至
、
走
入
�
城
門
、
闌
入
尚
方
掖
門
、
至
未
央
宮
鉤
盾
中
。

吏
民
驚
上
城
。

(『

漢
書』

巻
十
、
成
帝
紀)

成
帝
建
始
三
年
十
月
丁
未
、
京
師
相
驚
、
言
大
水
至
。
渭
水
�

上
小
女
陳
持
弓
年
九
歳
、
走
入
�
城
門
、
入
未
央
宮
尚
方
掖
門
、
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殿
門
門
衛
戸
者
莫
見
、
至
句
盾
禁
中
而
覺
得
。
民
以
水
相
驚
者
、

陰
氣
盛
也
。
②

小
女
而
入
宮
殿
中
者
、
下
人
將
因
女
寵
而
居
有
宮

室
之
象
也
。
名
曰
持
弓
、
有
似
周
家
�
弧
之
祥
。
易
曰

｢

弧
矢
之

利
、
以
威
天
下
。｣

是
時
、
帝
母
王
太
后
弟
鳳
始
為
上
將
、
秉
國

政
、
天
知
其
後
將
威
天
下
而
入
宮
室
、
故
象
先
見
也
。
其
後
、
王

氏
兄
弟
父
子
五
侯
秉
權
、
至
莽
卒
�
天
下
、
蓋
陳
氏
之
後
云
。

(『

漢
書』
巻
二
十
七
下
之
上
、
五
行
志
下
之
上)

成
帝
建
始
三
年
の
十
月
丁
未
に
、
京
師
で
は
大
水
が
襲
っ
て
く
る
と

い
う
流
言
飛
語
に
よ
り
騒
乱
と
な
り
、
そ
の
混
乱
の
中
、
渭
水
の
虎
上

の
九
歳
に
な
る
陳
持
弓
と
い
う
少
女
が
横
城
門
に
侵
入
し
、
さ
ら
に
未

央
宮
内
の
尚
方
の
掖
門
に
入
っ
た
が
、
殿
門
で
門
衛
や
門
番
に
見
つ
か

る
こ
と
な
く
、
禁
中
の
句
盾
に
至
っ
て
発
見
さ
れ
捕
ら
わ
れ
た

(

傍
線

部
①
の
部
分)

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
九
歳
の
少
女
が
禁
中
に
ま
で
侵

入
で
き
た
こ
と
は
異
常
な
出
来
事
だ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
伝
は
五
行
志

に
詳
し
く
載
せ
ら
れ
、
少
女
が
宮
殿
に
入
っ
た
の
は
、
下
人
が
女
寵
に

よ
っ
て
宮
室
に
い
る
象

(

傍
線
部
②
の
部
分)

だ
と
説
い
て
い
る
。
女

寵
は
女
性
に
特
別
に
か
わ
い
が
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
成
帝
の
母

王
太
后
の
弟
王
鳳
が
上
将

(

大
司
馬
大
将
軍)

と
な
り
、
国
政
を
執
っ

た
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
子
孫
で
あ
る
王
氏
一
族
が
天
下
を
威
し
て
入
ろ

う
と
し
て
い
る
の
を
知
り
、
そ
の
ゆ
え
象
が
あ
ら
わ
れ
た
と
説
く
。
王

莽
と
い
う
人
物
に
い
た
っ
て
天
下
は
王
氏
の
も
の
と
な
っ
た
歴
史
を
ふ

ま
え
、『

漢
書』

著
者
班
固
は
太
后
の
同
族

(

王
氏)

へ
の
偏
愛
を
批

判
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
少
女
の
宮
殿
侵
入
の
事
象
は
王
氏
で

あ
る
王
莽
と
い
う
外
戚
が
天
下
を
簒
奪
す
る
こ
と
の

｢

象
し
る
し｣

だ
と
い
う

の
で
あ
る
。

こ
の
故
事
の
あ
り
か
た
、
ま
た
班
固
の
理
解
を
参
考
に
し
て
、｢

ひ

め
遊
び｣

を
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の

｢

姫
遊
び｣

の
解
釈
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
本
居
宣
長

(

�)

は

｢

媛
遊
と
は
、
天
皇
の
美
女
を
集
へ
て
、
宴
な
ど
し
給
ふ
を
云
る
な
る

べ
し｣

と
言
い
、
諸
注
釈
も
そ
れ
に
な
ら
う
。
し
か
し
、
崇
神
記
紀
に

は
天
皇
の
妻
問
い
婚
な
ど
無
く
、
物
語
と
の
整
合
性
が
見
い
だ
せ
な
い
。

し
か
し
、
こ
こ
で
再
考
す
べ
き
は
契
沖

(

�)

説
で
あ
る
。
契
沖
は
こ
の

｢

姫
遊
び
す
も｣

が
武
埴
安
彦
と
そ
の
妻
吾
田
媛
が
謀
叛
を
企
て
た
こ

と
を
暗
示
し
た
も
の
と
す
る
。

谷
口
雅
之

(

�)

は
、｢

姫
あ
そ
び｣

に
吾
田
媛
と
の
関
連
を
見
る
契
沖
説
、

梅
澤
伊
勢
三

(

�)

説
を
紹
介
し
つ
つ
、

歌
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、｢

姫
遊
び｣

が
謀

反
に
荷
担
す
る
吾
田
姫
に
繋
が
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
も
知
れ
な
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い
。
だ
が
、
歌
謡
の
流
れ
か
ら
す
る
な
ら
ば
、｢

姫
遊
び｣

す
る

主
体
は
御
真
木
入
彦
で
あ
ろ
う
か
ら
、
や
は
り
御
真
木
入
彦
に
関

わ
る
言
葉
と
し
て
取
る
の
が
自
然
で
は
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、

例
え
ば

｢
媛
之
遊
と
は
女
等
の
戯
遊
び
て
、
何
の
心
も
な
き
を
、

四
遣
将
軍
の
帝
京
を
離
れ
て
、
四
方
の
国
々
へ
立
ち
行
か
む
と
す

る
に
喩
へ
た
る
な
り｣
と
説
く
飯
田
武
郷

(

�)

の
説
の
方
が
、
風
刺
的

で
あ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
理
解
し
得
る
見
方
で
あ
る
。
自
分
の

命
が
狙
わ
れ
て
い
る
の
に
、
守
護
す
る
べ
き
将
兵
を
皆
各
地
に
派

遣
し
て
し
ま
っ
て
い
て
、
周
り
に
い
る
も
の
は
姫
ば
か
り
、
と
い

う
忠
告
・
暗
示
だ
と
見
れ
ば
、
歌
そ
の
も
の
が
物
語
の
状
況
を
説

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
み
る

(

�)

。

し
か
し
、
整
合
性
が
と
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。一

見
、
不
可
解
で
あ
る
か
ら
こ
そ

｢

歌
怪｣

な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
真
意
を
理
解
で
き
る
か
ら
こ
そ

｢

聰
明
叡
智
、
能
識
未

然｣

と
評
価
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。

右
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、『

漢
書』

五
行
志
を
教
養
と
す
る
読
者

な
ら
ば
、
少
女
の
出
現
は
神
の
譴
責
で
あ
る

｢

怪｣

と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

で
は
、
な
ぜ
天
皇
が

｢

姫
遊
び｣

を
し
て
い
る
と
歌
う
の
か
。

す
な
わ
ち
、
そ
れ
は

｢

傾
国｣

の
危
機
を
演
出
す
る
た
め
と
考
え
た

い
。傾

国
、
す
な
わ
ち
国
を
傾
け
る
ほ
ど
の
美
女
の
知
識
は
古
代
東
ア
ジ

ア
文
化
圏
に
お
い
て
は
常
識
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。『

漢
書』

外
戚
伝
に

は
多
く
の
美
女
の
逸
話
を
載
せ
る
。
外
戚
伝
に
あ
る
、
李
延
年
が
妹
を

漢
の
武
帝
に
推
し
て

｢

北
方
に
佳
人
あ
り
、
絶
世
に
し
て
独
立
す
、
一

顧
す
れ
ば
人
城
を
傾
け
、
再
顧
す
れ
ば
人
国
を
傾
く｣

と
言
っ
た
伝
説

は
我
が
国
で
も
有
名
で
あ
り
、
こ
れ
が
白
楽
天
の

｢

長
恨
歌｣

に
、

｢

漢
皇
色
を
重
ん
じ
傾
国
を
思
ふ｣

と
う
た
わ
れ
た
こ
と
は
名
高
い
。

『

漢
書』

に
語
ら
れ
る
成
帝
の
皇
后
趙
飛
燕
も
名
の
知
れ
た
美
女
で

あ
り
、
彼
女
と
そ
の
妹
の
こ
と
を
描
い
た
文
学
作
品

『

趙
飛
燕
外
伝』

は

『

源
氏
物
語』

に
影
響
を
与
え
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

｢

姫
あ
そ
び
す
も｣

は
女
と
戯
れ
る
帝
を
想
像
さ
せ
る
。
漢
籍
な
ど

を
教
養
と
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
奈
良
朝
貴
族
な
ら
ば
な
お
さ
ら
で
は
な

い
か
。
そ
し
て
そ
の
想
像
は
中
国
王
朝
の

｢

傾
国｣

の
歴
史
と
重
な
っ

て
王
権
の
危
機
を
演
出
す
る
。

よ
っ
て
、｢
姫
遊
び｣

が
直
截
的
に
崇
神
天
皇
の
女
性
問
題
を
指
し
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示
し
て
い
な
く
て
も
よ
い
。
崇
神
天
皇
へ
の
批
判
め
い
て
い
る
が
、
そ

れ
が
目
的
で
は
な
い
と
考
え
る
。
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
積
極
的
に

女
と
の
戯
れ
に
関
わ
ら
な
い
天
皇
だ
か
ら
こ
そ
、｢

姫
遊
び
す
も｣

は

謎
と
な
り
、
深
く
考
え
さ
せ
、
そ
し
て
、
倭
迹
々
日
百
襲
姫
命
が
吾
田

媛
の
情
報
と
結
び
つ
け
、
ウ
タ
を
解
き
明
か
す
の
で
あ
る
。

｢

姫
遊
び
す
も｣

は
女
性
で
あ
る
倭
迹
々
日
百
襲
姫
命
に
よ
っ
て
、

女
性
で
あ
る
吾
田
媛
へ
と
つ
な
が
り
、
武
埴
安
彦
の
謀
反
の

｢

表
し
る
し｣

と

理
解
で
き
た
の
で
あ
る
。
崇
神
紀
筆
録
者
が

｢

聰
明
叡
智｣

と
記
す
、

そ
の
証
左
を
歌
の
解
き
明
か
し
が
担
っ
て
い
る
。
聖
人
の
も
つ
四
つ
の

徳
、
聡

(

す
べ
て
の
こ
と
を
見
分
け
る)
・
明
(

す
べ
て
の
こ
と
を
聞

き
分
け
る)

・
叡

(

す
べ
て
の
こ
と
に
通
ず
る)
・
知

(

す
べ
て
の
こ
と

を
知
っ
て
い
る)｣

を
有
し
て
い
る
存
在
が
倭
迹
々
日
百
襲
姫
命
だ
と

い
う
の
で
あ
る
。
優
れ
た
女
性
が
日
本
の

｢

歴
史｣

に
存
在
し
て
い
る

と
誇
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、｢

姫
遊
び
す
も｣

は
倭
迹
々

日
百
襲
姫
命
を
登
場
さ
せ
、
知
識
を
基
に
解
き
明
か
し
さ
せ
る
た
め
の

装
置
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

六

天
皇
の
こ
と
ば
に
あ
ら
わ
れ
る
災
異
説

｢

歌
怪｣

の
原
因
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
は
、
次
の
記
載
で
あ

る
。

十
二
年
春
三
月
丁
丑
朔
丁
亥
、
詔

｢

朕
初
承
天
位
、
獲
保
宗
廟
、

明
有
所
蔽
、
�
不
能
綏
。
是
以
、
陰
陽
謬
錯
、
寒
暑
矢
序
、
疫
病

多
起
、
百
姓
蒙
災
。
然
今
解
罪
改
過
、
敦
禮
�
祇
、
亦
垂
教
而
緩

荒
俗
、
舉
兵
以
討
不
服
。
是
以
、
官
無
廢
事
、
下
無
逸
民
、
教
化

流
行
、
衆
庶
樂
業
、
異
俗
重
譯
來
、
海
外
既
歸
化
。
宜
當
此
時
、

更
校
人
民
、
令
知
長
幼
之
次
第
、
及
課
役
之
先
後
焉
。｣

秋
九
月

甲
辰
朔
己
丑
、
始
校
人
民
、
更
科
調
役
、
此
謂
男
之
弭
調
・
女
之

手
末
調
也
。
是
以
、
天
�
地
祇
共
和
享
而
風
雨
順
時
、
百
穀
用
成
、

家
給
人
足
、
天
下
大
平
矣
。
故
稱
謂
御
肇
國
天
皇
也
。

(『

日
本
書
紀』

崇
神
天
皇
条)

こ
れ
は
崇
神
天
皇
十
一
年
、
武
埴
安
彦
の
謀
反
を
鎮
圧
し
、
大
物
主

神
の
妻
と
な
り
、
神
の
怒
り
を
受
け
て
亡
く
な
っ
た
倭
迹
々
日
百
襲
姫

命
の
箸
墓
を
作
り
終
え
、
四
道
将
軍
の
戎
夷
平
定
の
の
ち
、｢

国
内
安

寧｣

と
な
っ
た
明
く
る
年
の
詔
で
あ
る
。

既
に
こ
の
表
現
に
は

『

漢
書』

成
帝
紀
に
よ
る
潤
色
が
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
先
学
の
指
摘
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
次
に
そ
の
典
拠
箇

所
を
引
用
す
る
。
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鴻
嘉
元
年
春
二
月
、
詔
曰

｢

朕
承
天
地
、
獲
保
宗
廟
、
明
有
所

蔽
、
徳
不
能
綏
、
刑
罰
不
中
、
衆
冤
失
職
、
趨
闕
告
訴
者
不
絶
。

是
以
、
陰
陽
錯
謬
、
寒
暑
失
序
、
日
月
不
光
、
百
姓
蒙
辜
、
朕
甚

閔
焉
。
書
不
云
乎
。『

即
我
御
事
、
罔
克
耆
壽
、
咎
在
厥
躬
。』

方

春
生
長
時
、
臨
遣
諫
大
夫
理
等
舉
三
輔
・
三
河
・
弘
農
冤
獄
。
公

卿
大
夫
部
刺
史
明
申
敕
守
相
、
稱
朕
意
焉
。
其
賜
天
下
民
爵
一
級
、

女
子
百
戸
牛
酒
、
加
賜
鰥
寡
孤
獨
高
年
帛
。
逋
貸
未
入
者
勿
收
。｣

(『
漢
書』

成
帝
紀
鴻
嘉
元
年
二
月
条)

詔
曰
、
古
之
選
賢
、
伝
納
以
言
、
明
試
以
功
、
故
官
無
廃
事
、

下
無
逸
民
、
教
化
流
行
、
風
雨
和
時
、
百
穀
用
成
、
�
庶
楽
業
、

咸
以
康
寧
。
朕
承
鴻
業
十
有
余
年
、
数
遭
水
旱
疾
疫
之
災
、
黎

民
婁
困
於
飢
寒
、
而
望
禮
義
之
興
、
豈
不
難
哉
。
朕
既
無
以
率
道
、

帝
王
之
道
日
以
陵
夷
、
意
乃
招
賢
選
士
之
路
鬱
滯
而
不
通
与
、
将

挙
者
未
得
其
人
也
。
其
挙
敦
厚
有
行
義
能
直
言
者
、
冀
聞
切
言
嘉

謀
、
匡
朕
之
不
逮
。

(『

漢
書』

成
帝
紀
鴻
嘉
二
年
三
月
条)

先
掲
の
崇
神
紀
と
対
応
す
る
表
現
を
二
種
類
の
傍
線
で
示
し
た
。
全

く
同
じ
表
現
が
利
用
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

崇
神
紀
は

『

漢
書』

成
帝
紀
、
も
し
く
は
そ
の
類
書
を
利
用
し
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
新
全
集
の
頭
注
が

｢

し
か
し
、
こ
れ
が

次
の

｢

今
し
罪
を
…
…｣

の
文
を
導
く
の
で
あ
る
か
ら
、
崇
神
紀
の
述

作
者
の
力
量
を
み
る
べ
き
で
あ
る｣

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
た
だ
表

現
を
真
似
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

崇
神
天
皇
が
成
帝
に
準
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
山
田
純

(

�)

の
指
摘
が
あ

る
。
前
掲
の

｢

崇
神
紀｣

の
部
分
は
、｢

成
帝
紀｣

を
典
拠
と
し
て
踏

ま
え
る
こ
と
で

｢

成
帝
紀｣

を
想
起
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
と
す
る
。
従
う
べ
き
見
解
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
成
帝
の
表
現
を
採
択
し
た
理
由
は
な
に
か
。

問
題
の
表
現
は
あ
き
ら
か
に
災
異
説
、
天
人
相
関
説
の

｢

型
り｣

を

用
い
て
い
る
。
崇
神
紀
は
こ
の
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
疫
病

を
神
か
ら
の
警
告
で
あ
る
災
異
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

右
の
資
料
か
ら
、
特
に
注
目
す
る
箇
所
を
取
り
出
し
て
み
る
。

成

帝

是
以
、
陰
陽
錯
謬
、
寒
暑
失
序
、
日
月
不
光
、
百
姓
蒙
辜
。

成
帝
は
災
害
異
変
が
起
き
、
国
民
が
苦
し
み
を
蒙
っ
て
い
る
と
述
べ

て
い
る
。
災
害
、
災
異
は
人
間
社
会
に
働
き
か
け
る
天
の
意
思
で
あ
り
、

自
然
界
の
災
害
異
変
は
現
実
の
政
治
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
の
審
判
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
が
、
成
帝
の
こ
と
ば
に

明
確
に
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
部
分
を
典
拠
と
し
た
崇
神
紀
で
は
、
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崇
神
天
皇

是
以
、
陰
陽
謬
錯
、
寒
暑
矢
序
、
疫
病
多
起
、
百
姓
蒙

災
。

と
、｢
日
月
不
光｣

を

｢

疫
病
多
起｣

に
入
れ
替
え
て
い
る
。｢

日
月
不

光｣

と
は
災
異
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
�
神
功
皇
后
条
の｢

昼
暗
如
夜｣

に
類
似
す
る
自
然
現
象
だ
ろ
う
。
そ
の
災
異
を

｢

疫
病
多
起｣

と
入
れ

替
え
て
い
る
こ
と
は
、｢
疫
病
多
起｣

を
災
異
と
考
え
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

崇
神
天
皇
は
、
自
ら
の
威
徳
を
も
っ
て
し
て
も

｢

疫
病｣

発
生
を
食

い
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
崇
神
紀
で
は
大
物
主
神
の
祭
祀
を
初
め
と
す
る
天
神
地
祇
の
祭
祀

に
難
が
あ
り
、
結
果
国
民
を
多
く
死
な
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
反
省
す

る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

十
二
年
春
三
月
条
の
詔
で
は
、
崇
神
天
皇
の
徳
政
が
天
に
認
め
ら
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
災
や
疫
病
は
起
き
ず
、
天
候
不
順
も
な
く
な
り
、

穀
物
が
豊
か
に
実
り
、
人
民
が
豊
か
に
な
っ
た
こ
と
を
誇
る
。

崇
神
紀
の
筆
録
者
は
成
帝
紀
の
表
現
と

｢

疫
病
多
起｣

を
結
び
つ
け

る
こ
と
で
、
疫
病
の
災
い
が
天
皇
の
政
治
の
あ
り
よ
う
と
深
く
関
わ
る

こ
と
を
示
す
。
崇
神
紀
に
お
い
て
は
大
物
主
神
の
祟
り
の
伝
承
は
、
天

皇
の
政
治
姿
勢
を
語
る
材
料
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

崇
神
紀
の
筆
録
者
は
君
主
の
政
治
の
横
暴
を
規
制
す
る
役
割
を
期
待
し

た
天
人
相
関
説
の
型
を
用
い
て｢

歴
史｣

を
叙
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

崇
神
天
皇
の
政
治

ま
つ
り
ご
と
は
神
の
意
志
に
反
し
て
い
て
、
失
政
の
兆
し
が
あ
っ

た
。
よ
っ
て
神
の
意
志
に
よ
っ
て
災
害
異
変
、
す
な
わ
ち
疫
病
が
起
き

た
と
語
る
。
さ
ら
に
君
臣
の
乱
れ
に
気
が
付
か
な
か
っ
た
天
皇
に
対
し

て
、
神
は

｢

う
た
う
少
女｣

と
い
う
怪
異
を
起
こ
し
て
警
告
し
た
。
そ

れ
が
崇
神
紀
の

｢

型
り｣

で
あ
る
。

ま
と
め

崇
神
紀
の
主
題
が
災
異
説
、
天
人
相
関
説
の
型
に
適
う
天
皇
像
を
語

る
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、｢

う
た
う
少
女｣

も
ま
た
災
異
説
に
当
て
は

ま
る

｢

怪｣

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
彼
女
は
、
�
惑
の
伝
説
の
よ
う
に
、｢

姫
遊
び
す
も｣

と

う
た
い
、
崇
神
天
皇
の
身
の
危
う
さ
を
警
告
す
る
。

し
か
し
、
そ
の
内
容
が
不
可
解
な
た
め
に

｢

解
き
明
か
し｣

が
必
要

に
な
り
、
解
き
明
か
す
存
在
、
倭
迹
々
日
百
襲
姫
命
が
登
場
す
る
。
百

襲
姫
命
は

｢

姫
遊
び
す
も｣

と
い
う
表
現
か
ら
国
が
滅
ぶ
原
因
と
な
る

美
女
の
故
事
を
想
起
し
、
国
の
危
機
の
兆
し
と
理
解
し
た
。
す
な
わ
ち
、

38



｢
聰
明
叡
智
、
能
識
未
然｣

の
力
を
も
つ
女
性
が
日
本
に
存
在
し
た
こ

と
を
崇
神
紀
の
筆
録
者
は｢

歴
史｣

と
し
て
残
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

無
論
、『
書
紀』

の
崇
神
天
皇
は
神
の
意
志
に
気
付
き
、
政
治

ま
つ
り
ご
と
を
修

正
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
災
害
異
変
や
謀
反
が
起
き
る
が
、
そ
れ
ら

の
原
因
を
発
見
し
、
正
し
く
対
処
し
、
解
決
し
て
い
く
。
よ
っ
て
、
成

帝
と
は
相
反
す
る
理
想
的
な
天
皇
と
し
て

｢

歴
史｣

に
記
さ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
崇
神
紀
で
語
ら
れ
る

｢

う
た
う
少
女｣

の
説
話

は
、
災
異
説
・
天
人
相
関
説
の
型
を
念
頭
に
置
い
た
潤
色
が
な
さ
れ
て

い
る
と
考
え
る
。

『

記
紀』

両
書
が
共
通
し
て

｢

史
実｣
と
認
め
て
い
る

｢

う
た
う
少

女｣

の
説
話
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
録
者
が
考
え
る
構
想
に
よ
っ
て
、
異

な
る
物
語
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
。

＊

使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
通
り
。『

古
事
記』

は

『

新
校
古
事
記』

(

お
う
ふ
う)

、『

日
本
書
紀』

は
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
に
拠
り
、

私
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。『

漢
書』

『

晋
書』

『

太
平
御
覧』

は
中

華
書
局
本
に
拠
り
、
私
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

＊

論
の
客
観
性
を
保
証
す
る
た
め
に
、
諸
氏
の
敬
称
を
略
し
て
お
り
ま
す
。

ご
賢
察
の
上
、
お
許
し
く
だ
さ
い
。

注

(

１)

神
野
志
隆
光

『

古
事
記
と
日
本
書
紀』

講
談
社

(

一
九
九
九
年)

を

参
照
さ
れ
た
い
。

(

２)

小
島
憲
之

『

上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学

上』

塙
書
房

(

一
九
八

〇
年)

。
土
橋
寛

『

古
代
歌
謡
全
注
釈

日
本
書
紀
編』

角
川
書
店

(

一
九
七
六
年)

、
阪
下
圭
八

『

初
期
万
葉』

平
凡
社

(

一
九
七
八
年)

、

な
ど
。

(

３)

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
。
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
使
用
。

(

４)

本
居
宣
長

『

古
事
記
伝』

(『

本
居
宣
長
全
集』

第
十
一
巻
、
筑
摩
書

房
、
一
九
六
七
年)

。

(

５)
『

稜
威
言
別』

富
山
房
、
一
九
四
一
年
。

(

６)
｢

詩
妖
の
思
想

ワ
ザ
ウ
タ
語
源
考｣

『

日
本
文
學
誌
要』

�(

一
九

八
〇
年
二
月)

(

７)
｢

童
謡
覚
書｣

『

古
代
文
化』

第
二
九
巻
第
四
号
、
一
九
七
七
年
四
月
。

後
、『

古
代
歌
謡』

日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
、
有
精
堂
に
所
収
。

(

８)

注
２
、
土
橋
前
掲
書
。

(

９)

最
も
新
し
い
論
と
し
て
は
、
加
村
さ
と
る

｢『

古
事
記』

研
究

神
功
皇
后
の
年
魚
釣
り
に
つ
い
て

｣
『

あ
い
ち
国
文』

�(

二
〇
一

八
年
九
月)

が
あ
る
。

(

�)
｢

癸
巳
、
日
暈
如
二

白
虹
貫
一

。
暈
南
北
有
レ

珥
。｣

と
あ
り
、
太
陽
が

怪
し
く
光
り
、
白
い
虹
が
太
陽
を
貫
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
と

す
る
。

(

�)
平
安
時
代
の
例
で
あ
る
が
、
藤
原
道
長
は

｢

作
二

棚
厨
子
二
双
一

、

立
レ

傍
、
置
二

文
書
一｣

(『

御
堂
関
白
記』

寛
弘
七
年
八
月
二
十
九
日
条)
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に
際
し
て
、｢

三
史
・
八
代
史
・
文
選
・
文
集
・
御
覧(『

修
文
殿
御
覧』)

・
道
々
書
・
日
本
紀
具
書
等
、
令
・
律
・
式
等
具
、
并
二
千
余
巻｣

が

あ
っ
た
と
い
う
。
政
治
家
と
し
て
の
教
養
を
得
る
た
め
に
手
元
に
置
い

て
い
た
と
考
え
る
。
道
長
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
奈
良
貴
族
に
お
い

て
も
同
様
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

(

�)

河
村
秀
根

『
書
紀
集
解｣

(

天
明
五
年
刊
本)

。
愛
知
県
立
大
学
図
書

館
蔵
書
。

(

�)

�
惑
は
火
星
で
あ
る
が
、
火
星
の
運
行
は
不
規
則
で
あ
る
よ
う
に
み

え
る
。
そ
の
予
測
で
き
ぬ
星
の
動
き
が
子
ど
も
の
動
き
の
よ
う
に
感
じ

ら
れ
た
の
か
と
思
わ
れ
る
。
飛
び
跳
ね
て
い
る
か
の
よ
う
な
星
の
運
行

ゆ
え
に

｢

歌
謡
嬉
戯｣

と
表
現
さ
れ
た
か
。
古
代
日
本
に
お
い
て
も
そ

の
動
向
の
観
測
は
天
文
官
の
重
要
な
任
務
で
あ
っ
た
。
串
田
久
治

『

中

国
古
代
の

｢

謡｣

と

｢

予
言』

(

創
文
社
東
洋
学
叢
書
、
一
九
九
九
年)

に
詳
し
い
。
参
考
に
さ
れ
た
い
。

(

�)

池
田
昌
広

｢『

日
本
書
紀』

の
出
典

類
書
問
題
再
考

｣
『｢

記

紀｣

の
可
能
性』

竹
林
舎
、
二
〇
一
八
年
。

(

�)

注
４
前
掲
書
。

(

�)

契
沖

｢

厚
顔
抄｣
(『

契
沖
全
集』

第
七
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
四

年
八
月)

。

(

�)

谷
口
雅
博

｢

謀
反
を
知
ら
せ
る
歌

タ
ケ
ハ
ヤ
ス
の
反
乱

(

崇
神

記
・
紀)

よ
り

｣
『

古
事
記
の
表
現
と
文
脈』

お
う
ふ
う
、
二
〇
〇

八
年
。

(

�)

梅
澤
伊
勢
三

｢

幣
羅
坂
の
少
女
の
歌
に
つ
い
て

書
紀
的
所
伝
の
古

事
記
的
完
成｣

『

古
事
記
年
報』

	
、
一
九
八
七
年
一
月
。

(


)

飯
田
武
郷『

日
本
書
紀
通
釈』

第
二
巻
、
内
外
書
籍
、
一
九
三
〇
年
。

(

�)

後
、『

日
本
書
紀
〈
歌
〉
全
注
釈』

(

笠
間
書
院
、
二
〇
〇
八
年)

で

は

｢｢

姫｣

の
語
に
惑
わ
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
古
代
の

｢

遊
び｣

の

観
念
を
重
視
す
れ
ば
、
死
者
復
活
の
遊
び
、
鎮
魂
の
遊
び
な
ど
が
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
る｣

と
説
き
、｢

大
物
主
神
が
、
祭
祀
を
司
る
天
皇
に
そ
の
危

機
を
知
ら
せ
る｣

と
す
る
。
従
い
難
い
。

(

�)
｢｢

崇
神
紀｣

全
体
の
読
解

｢

中
国
よ
り
も
上
位
の

『

日
本｣

へ｣

『

日
本
書
紀
典
拠
論』

新
典
社
、
二
〇
一
八
年
。

付
記

当
稿
は
二
〇
二
〇
年
一
月
一
一
日
の
上
代
文
学
会
一
月
例
会
に
お
け
る

発
表
を
基
に
し
て
い
ま
す
。
当
日
、
居
駒
永
幸
氏
、
鳥
谷
知
子
氏
、
山
田

純
氏
、
松
田
浩
氏
か
ら
ご
教
示
賜
わ
り
ま
し
た
。
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
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